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国際移植学会はわれわれの研究テーマである膵島移植の他、肝、腎、心、

肺、細胞など、移植に関する医師、研究者にとって、最も権威ある学会

のひとつで、2 年に 1 回開催されております。今年はベルリンで開催さ

れ、当科からは私と吉松先生が発表のため参加して参りました。今回は

膵島移植のジャンルに限ら

ず、われわれの研究テーマ

に関連しそうなセッション

に参加してきました。例え

ば、異種移植を成功させる

ための鍵として何を考える

べきなのか（免疫抑制剤が

ターゲットとするポイン

ト、特異的な異種動物抗原

について）、あるいは人工臓器を開発する上で行われている手法などが、

それに当たります。また、慢性膵炎に対する自家膵島移植は主に米国で

行われている治療法ですが、米国におけるその現状を現地に留学されて

いる研究者の方から聞く機会を得ました。これは今後、慢性膵炎の外科

治療を本学としてどのように考えていくべきなのかを考える良い機会

であるとともに、この話題に対応するような新たな動物実験を行う良い

ヒントにもなりました。今回は私の研究テーマのひとつである、移植膵

島のイメージングに関して知見がひとつ得られたので報告致しました。

この領域の報告はまだ希少ですが、今後とも少しずつ知見を増やしてい

けたらと思います。 

本フェローのお陰で今後の研究を進めていく上で有意義な情報を多く

得ることができました。改めまして感謝申し上げます。 

 

 

 

 


